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令和 3 年度 ～ 3 年度 12,374 千円

歳出科目：01.01.01.02.01
千円

12,374 千円

市費
12,374 千円
国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 28,762 14,978 ― 千円
24,000 24,000 20,000 千円
179 172 ― 人
200 200 200 人

その他
0 千円

12,039 千円

令和３年度 単位

実績値 17,464 千円
目標値 20,000 千円
実績値 172 人
目標値 200 人

中程度 ある
ある ※手段の変更

ない
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担適正化余
地
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主
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果
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で
活
用

観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 低い ⑤成果向上の余地

改善推進

安定的な財源確保のため定期契約の新規獲得を進める。また、施設面では、修繕計画を基に老
朽化した設備の修繕や更新を計画的に行うことで長期利用に向けた整備を進める。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地

Ａ
課
題
解
決
に
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け
た
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後
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向
性
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価
項
目
（
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算
時
に
作
成
）

雁宿ホールを始めとした近隣施設、市街地へのアクセシビリティー向上やこ
れに伴う流入人口増と賑わいの創出のほか、潜在的な路上駐車の削減を図っ
た。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

①雁宿駐車場の使用料収入

②定期契約者数（年度末時点）

Ｃ

事業の
評価・課題

C

使用料及び雁宿ホール利用者減免負担金を合わせた収入は、コロナ禍による雁宿
ホールのイベント減少に伴い目標値を下回ったが、回復傾向から対前年比は2,486
千円増となった。定期契約者数は最終的に前年度と同数になったものの、周辺事業
所への個別訪問や市報による周知によって新規契約を39件獲得した。
施設の保守管理については、平成4年の建築であるため、老朽化への対応として防
火設備や照明の修繕を行い利用環境の向上を図った。今後は、施設の長期使用に向
けた修繕計画を検討していく必要がある。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

②定期契約者数（年度
末時点）

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 移動環境

予
算
見
積
書
で
活
用中心市街地での交通環境を整理する役割を果たしており、市民生活において

重要性のある施設を運営する事業であるため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： ―

事業概要等

事業概要：
雁宿駐車場における快適な利用環境の維持整備を図り、安定的な
施設管理運営を実施する。

事業目的：
中心市街地の道路交通環境の改善と秩序ある自動車利用の促進及
びマイカー通勤の抑制を図る。併せて隣接する雁宿ホール駐車場
との一体利用を促進する。

目
標
項
目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 駐車場事業特別会計

事業内容：
昼間時間帯の窓口業務と駐車場周辺を含めた美化業務、精算機等の保守管理、突
発事態への緊急体制の完備、防火等施設維持に係るハード整備を行う。

問題点・
課題等：

安定収入である定期駐車に空きがあり課題。それ以外にも築29年目を迎え、施設
維持管理のため改修・機器更新を実施する必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

雁宿ホールを始めとした近隣施設、市街地へのアクセシビリティー向上やこ
れに伴う流入人口増と賑わいの創出のほか、潜在的な路上駐車の削減に繋が
ります。

目標値や目指すべき状態

①雁宿駐車場の使用料
収入

実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 10-12

PDCA 主要事業名 雁宿駐車場管理運営事業 部課名 総務部防災安全課
羽山
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